文献紹介 榎本隆司編著『新国語科教育法』 by unknown
大
を
思
わ
せ
る
者
は
い
な
い
。
病
の
ゆ
え
に
、
中
島
は
執
筆
不
能
と
な
っ
た
。
夫
人
の
文
章
に
よ
る
と
、
彼
は
「
涙
を
た
め
て
」
、
「
書
き
た
い
書
き
た
い
」
、
「
俺
の
頭
の
中
の
も
の
を
、
み
ん
な
吐
き
出
し
て
し
ま
ひ
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
だ
が
、
そ
れ
も
叶
わ
ず
、
妻
の
胸
に
「
ど
っ
と
倒
れ
て
」
、
彼
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
享
年
三
十
三
で
あ
っ
た
。
短
命
は
彼
の
悲
劇
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
人
間
に
は
如
何
と
も
し
が
た
い
、
超
越
的
な
力
に
よ
る
運
命
で
あ
っ
た
。
注
1
現
代
の
精
神
医
学
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
多
く
報
告
し
て
い
る
。
例
、
え
ば
『分
裂
病
の
少
女
の
手
記
』
(
セ
シ
ュ
エ
l
・
み
す
ず
書
一房一)
注
2
た
だ
こ
こ
で
不
思
議
な
の
は
、
聞
か
ら
の
呼
び
声
に
応
じ
て
走
り
出
し
、
気
が
つ
く
と
虎
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
、
既
に
唐
代
の
小
説
に
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
い
っ
た
い
古
代
中
国
の
ど
の
よ
う
な
思
想
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
生
ん
だ
の
だ
ろ
、っ
か
。
『雑
筆
』
(
芥
川
龍
之
介
)
注
3 
「
誤
謬
」
の、
7
ち
の
に
拠
る
。
な
お
、
叙
述
に
当
た
っ
て
、
明
治
書
院
版
の
指
導
書
(
久
米
芳
夫
氏
筆
)
を
参
考
に
し
た
。
又、
『
山
月
記
』
か
ら
の
引
用
は
明
治
書
院
版
「
現
代
国
語
二
」
に
、
『
光
と
風
と
夢
』
・
『名
人
伝
』
・
『弟
子
』
か
ら
の
引
用
は
総
て
、
文
治
堂
書
鹿
版
・
中
島
敦
全
集
に
拠
っ
た
。
(早
稲
田
大
学
高
等
学
院
)
文
献
紹
介
榎
本
隆
司
編
著
『新
国
語
科
教
育
法
』
本
替
の
執
筆
者
は
、
編
者
の
根
本
隆
司
氏
の
他
、
岩
佐
壮
四
郎
、
角
田
旅
人
、
小
林
保
治
、
杉
野
要
士口
、
鈴
木
醇
爾
、
関
口
安
義
、
堀
切
実
の
各
氏
で
あ
り
、
本
警
は
早
稲
田
大
学
関
係
者
の
共
同
執
筆
に
よ
る
、
本
格
的
な
国
語
科
教
育
の
文
献
で
あ
る
。
本
書
は
、
「
各
科
教
育
法
双
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
単
な
る
教
職
課
程
用
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
。
哀
の
教
育
を
成
す
た
め
に
「
国
語
科
の
教
師
と
し
て
考
え
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
」
(
は
し
が
き
)
と
い
う
問
い
が
、
全
一
編
に
わ
た
っ
て
問
わ
れ
て
いヲ匂
。
ま
ず
第
一
誌
の
「
国
語
教
育
と
国
語
科
教
育
」
で
は
、
全
体
の
序
論
と
し
て
広
〈
国
語
科
教
育
を
論
じ
、
続
く
第
二
章
「
国
語
科
学
習
の
内
容
」
で
、
表
現
、
理
解、
一
一
言
語
事
項
の
各
領
域
に
言
及
す
る
。
第
三
章
「
国
語
科
教
育
め
歴
史
」
に
お
け
る
近
代
国
語
教
育
の
史
的
展
開
を
踏
ま
え
て
、
第
四
章
で
は
「
国
語
科
教
育
の
-
課
題
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
第
五
章
「
教
材
研
究
の
方
法
と
実
際
」
で
、
古
典
、
現
代
文
、
国
語
表
現
の
各
分
野
の
教
材
研
究
の
具
体
例
を
示
す
。
第
六
章
「
国
語
科
教
育
研
究
の
手
引
」
に
は
、
参
考
文
献
や
研
究
施
設
等
の
紹
介
、
お
よ
び
関
連
法
規
等
を
収
録
す
る
。
今
後
の
国
語
科
教
育
の
方
向
を
考
、
え
る
上
で
、
格
好
の
文
献
で
あ
る
。
二
九
八
二
年
三
月
発
行
、
学
文
社
刊
A
5
、
捌
ペ
l
ジ
一、八
O
O円
- 18一
